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約1 %食塩水で３分間茄でた後処理する．この処理

ウ酸カルシウム結晶は解度が極めて小さく，高温の

って茄でてもシュウ酸カルシウム結晶は除去されな

が抽出除去されるのかを検討しtz .またほうれんそ

その対策として茄時間と溶出成分の関係を検討した
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た.なお金属陽イオンは原子吸光分析によって測定
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